
◎料金の記載のないものは無料です。
◎マークの見方は１２ページ参照。
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就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相
談
会

足
利
労
政
事
務
所
・
☎
㊶
１
２
４
１

《
共
通
》時
７
月
25
日
㈭
場
県
庁
足
利

庁
舎
4
階
図
書
室（
伊
勢
町
四
丁
目
）

申
７
月
24
日
㈬
午
後
４
時
ま
で
に
電

話
で
同
事
務
所

▼
就
職
応
援
セ

ミ
ナ
ー
＝
時

午
前
10
時
30
分

～
正
午
内
就
職

活
動
の
心
構
え
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方

▼
巡
回
相
談
会
＝
時
午
後
１
時
～

４
時
内
就
職
活
動
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

適
職
相
談
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面

接
の
受
け
方

青
少
年
の
職
業
的
自
立
支
援
相
談

商
業
振
興
課
・
☎
⑳
２
１
５
９

時
7
月
26
日
㈮
／
午
後
１
時
～
４
時

30
分
場
市
民
会
館
内
就
職
や
日
常
生

活
で
の
悩
み
な
ど
相
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
対
市
内
に
在
住
か
通
勤
し

て
い
る
40
歳
未
満
の
方
や
そ
の
親

族
、
関
係
者
な
ど
※
求
職
活
動
中
の

方
も
可
。
申
7
月
17
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
栃
木
県
若
年
者
支
援
機
構（
☎

０
２
８
・
６
７
８
・
４
７
４
５
）

在
職
者
向
け
技
能
講
習

県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
91

０
８
０
３

▼
３
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
①
＝
時
８
月

５
日
㈪
～
７
日
㈬
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時
定
先
着
５
人

▼
研
削
砥
石
取
り
替
え
業
務
特
別
教

育
②
＝
時
８
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮
／

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
定

先
着
10
人

▼
第
１
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準

備
講
習
＝
時
９
月
10
日
㈫
～
12
日
㈭

／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
定
先
着
15
人

▼
表
計
算
デ
ー
タ
処
理（
エ
ク
セ
ル

２
０
１
３
応
用
編
）＝
時
９
月
12
日

㈭
・
13
日
㈮
／
午
前
９
時
～
午
後
４

時
定
先
着
14
人

▼
第
２
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準

備
講
習
＝
時
９
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭

／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
定
先
着
10
人

《
共
通
》
場
同
校（
多
田
木
町
）
料

３
５
２
０
円
申
開
講
の
10
日
前
ま
で

に
電
話
で
同
校
※
各
受
講
料
は
県
の

収
入
証
紙
で
支
払
い
。

い
つ
こ
こ
就
活
講
座
・
就
職
相
談

と
ち
ぎ
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
８
５
・
２
５
・
７
０
０
２

時
８
月
５
日
㈪
～
８
日
㈭
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
場
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
職
業
適
性
検
査
、
履
歴
書

作
成
、
面
接
対
策
な
ど
の
短
期
集

中
講
座
※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就

職
相
談
あ
り
。
対
15
～
39
歳
ま
で
の

求
職
中
の
方
定
先
着
20
人
申
７
月
29

日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

 

青
年
海
外
協
力
隊
帰
国
報
告
会

国
際
交
流
協
会
・
☎
㊸
２
４
１
２

時
８
月
11
日
㈰
／
午
後
１
時
30
分
～

３
時
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ニ
カ
ラ

グ
ア
で
の
活
動
報
告
な
ど
講
元
青
年

海
外
協
力
隊
員
・
清
水
美
生
さ
ん
、

永
倉 

草
さ
ん

定
先
着
50
人
申

事
前
申
し
込
み

不
要

ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会

と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
３
０
１
８

時
７
月
25
日
㈭
／
午
後
１
時
～
４
時

場
県
庁
足
利
庁
舎
４
階
相
談
室（
伊

勢
町
四
丁
目
）
内
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
相
生
涯
現
役
推

進
員
対
シ
ニ
ア
世
代
の
方
申
７
月
24

日
㈬
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
で
足
利

労
政
事
務
所（
☎
㊶
１
２
４
１
）

『
お
さ
ら
い
教
室
』受
講
生
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㊹
１
５
１
１

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
＝
時
８

月
1
日
㈭
～
翌
年
３
月
24
日
㈫
／
午

後
５
時
20
分
～
６
時
20
分
定
▽
毎
週

月
・
木
曜
日
＝
６
人
▽
毎
週
火
・
金

曜
日
＝
１
人

▼
西
分
室（
西
幸
楽
荘
）・
東
分
室（
東

幸
楽
荘
）＝
時
８
月
１
日
㈭
～
翌
年

３
月
23
日
㈪（
毎
週
月
・
木
曜
日
）／

午
後
５
時
～
６
時
定
各
２
人

《
共
通
》
内
国
語
と
算
数
の
復
習
※

小
・
中
・
高
校
の
元
教
諭
が
指
導
。
対

小
学
生
料
月
額
４
１
０
０
円（
教
材

時午前９時３０分～午後１時
▷ 9日㈫＝山前公民館
▷10日㈬＝御厨公民館
▷16日㈫＝小俣公民館
▷17日㈬＝シルバー人材センター
▷23日㈫＝山辺公民館
▷24日㈬＝葉鹿公民館
料包丁５００円から

シルバー人材センター
☎㊹１５１１

７月の刃物研ぎ



Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談
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費
、
通
学
傷
害
保
険
含
む
）
申
７
月

９
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
８
月
分
の
受

講
料
を
添
え
て
同
セ
ン
タ
ー（
先
着

順
）※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
随

時
受
付
。
教
室
へ
は
保
護
者
が
送
迎
。

 

地
域
福
祉
会
館
の
こ
ど
も
教
室

地
域
福
祉
会
館
・
☎
62

７
６
９
０

《
共
通
》場
同
会
館（
山
下
町
）

▼
こ
ど
も
絵
手
紙
教
室

時
７
月
24
日
㈬
／
午
前
10
時
～
正
午

内
自
分
で
描
き
た
い
も
の
を
題
材
に

家
族
や
友
だ
ち
に
送
る
絵
手
紙
を

作
る
講
山
前
絵
手
紙
愛
好
会
の
皆

さ
ん
対
小
学
生
定
先
着
20
人
持
絵

の
題
材（
花
、
果
物
、
野
菜
、
人
形

な
ど
）、絵
の
具
セ
ッ
ト
※
一
年
生
は

ク
ー
ピ
ー
ペ
ン
シ
ル
、
ク
レ
ヨ
ン
も

可
。
申
７
月
５
日
㈮
か
ら
19
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
同
会
館

▼
こ
ど
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
教
室

時
８
月
２
日
㈮
／
午
前
10
時
～
11
時

30
分
内
フ
ェ
ル
ト
生
地
で
可
愛
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
る
※
針

や
糸
は
使
い
ま
せ
ん
。
講
ト
ト
ロ
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
対
小
学
生
定
先
着
30

人
申
７
月
10
日
㈬
か
ら
26
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
同
会
館

親
子
の
給
食
パ
ン
作
り
教
室

学
校
給
食
協
同
組
合
・☎
72

８
１
０
２

時
７
月
31
日
㈬
／
午
前
10
時
～
午
後

１
時
場
市
民
プ
ラ
ザ
料
理
教
室
講
同

組
合
パ
ン
工
場
長
・
小
椋
ち
ひ
ろ
さ

ん
対
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
12
組
料

３
０
０
円
申
７

月
８
日
㈪
午
前

９
時
か
ら
電
話

で
同
組
合

と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
登
録
講
座

足
利
短
期
大
学
公
開
講
座

豊
か
に
生
き
る
た
め
に

足
利
短
期
大
学
・
☎
㉑
８
２
４
２

koukaikouza@
ashikaga.ac.jp

《
共
通
》時
９
月
11
日
㈬
・
18
日
㈬
／

午
後
６
時
～
７
時
45
分
場
同
大
学
料

各
５
０
０
円
申
７
月
16
日
㈫
か
ら
31

日
㈬
ま
で
に
申
込
書
を
同
大
学
あ
て

郵
送（
〒
３
２
６
―
０
８
０
８
市
内

本
城
三
丁
目
２
１
２
０
）ま
た
は
申

込
書
に
あ
る
必
要
事
項
を
書
い
て
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
大
学
※
申
込
書
は
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
に
あ
り
。

▼
Ａ
コ
ー
ス
・
生
活
の
中
の
仏
教
講

座
＝
講
同
大
学
前
学
長
・
谷
萩
昌
道

さ
ん
定
先
着
50
人

▼
Ｂ
コ
ー
ス
・
現
代
の
子
ど
も
を
と

り
ま
く
状
況
に
つ
い
て
の
講
座
＝
講

同
大
学
准
教
授
・
橋
本
好
広
さ
ん
定

先
着
30
人

  

人
権
問
題
講
演
会

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
70

８
６
０
０

時
講
題
左
表
の
と
お
り

《
共
通
》時
午
後
２
時
30
分
～
５
時
場

市
民
プ
ラ
ザ
文
化
ホ
ー
ル
※
手
話
通

訳
あ
り
。
講
演
終
了
後
、
人
権
啓
発

ビ
デ
オ『
光
射
す
空
へ
』上
映
。

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

　『論語義疏』とは、中国 梁
りょう

時代に皇
おう

侃
がん

とい
う学者が書いた論語の解説書です。中国で
は早くに滅びましたが、日本では書き写した
ものが遺

のこ

り、最も有名なものが足利学校所蔵
の室町時代写本でした。明治２０年８月、清
国公使から『論語義疏』を貸してほしいとの依
頼がありました。交渉の末、足利学校が書き
写したものを清国に贈りました。清国崩壊後、
この写本は行方不明になりましたが、平成

２５年に北京大学図書館
で発見され、昨年足利学
校関係者も現物を確認し
ました。いつか、この写
本の里帰りを実現したい
と思っています。

 北京大学図書館で発見 !
     　　足利学校が贈った『論

ろん

語
ご

義
ぎ

疏
そ

』

期　日 講　　師 演　　題

7月31日㈬
一般社団法人ＬＧＢＴ
協会代表理事
清水展人さん

多様な個性が輝く社会へ
　自分らしく生きる
～性別違和を乗り越えて～

8月 8日㈭
ＮＰＯ法人ワンダフル
キッズ理事長
六郷伸司さん

子どもの貧困と人権

8月26日㈪ 元パラリンピック選手
河合純一さん

障がい者の人権とスポー
ツについて


